
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

○不登校、集団不適応、自傷行為等の諸課題や、月経異常など女子特有の健康問題に速やかに対応可能な相談体制を整備し、相談

に対して的確な指導助言を得る。

Ｈ25
H26

目標

H24末

（実績）
目標 成果 達成状況

6人

合計 1,122 1,104

6人 6人 達成

1,122

学校現場で多様化する児童生徒の健康問題に関して専門医（精神科５名、産婦人科１名）を専門相談医として委嘱し、児童生徒の健康

相談等に対応する。

○委嘱した専門医（精神科５名、産婦人科１名）により、各学校で発生した健康相談等に対する適切な指導・助言等が行われている。

　　H23年度　精神科相談件数　92件、産婦人科相談件数　19件

　　H24年度　精神科相談件数　117件、産婦人科相談件数　19件

成果目標の達成状況

項目

健康相談医の委嘱

1,132 1,122 1,122

合計（A) 1,326 1,122
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事　業　名 健康相談支援体制整備事業健康相談支援体制整備事業健康相談支援体制整備事業健康相談支援体制整備事業
担

当

課

部局 教育委員会事務局

実施期間 平成13年度 ～

15 08 05

県が関与

する理由

目指す姿

現状

県関与の必要性あり

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

市町村単独では複数分野における専門医の確保は困難であり、県が複数の専門医を委嘱するこ

とにより、相談事例の多い県下の中高校生が抱える諸問題への早期対応が可能となる。

課・室 保健厚生課

総合５か年
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施策の総合的展開

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績

H25 H26

（当初） （決算） （当初）

委嘱した健康相談専門医によ

る相談

直接

精神科専門医５名、産婦人科医１名による児童生徒の

健康問題に関する相談への対応を行った。

1,122 1,104 1,122

6人

25年度25年度25年度25年度 26年度

当初予算 1,326

補正予算

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

予

算

額

前年度繰越

0.10 0.10

826

1,288 1,104 1,104

826

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

　小学校から高等学校まで幅広い相談内容に対応でき、また学校現場で助言が必要になった際には迅速に助言が得られるよう専門医を

継続して委嘱し、制度の更なる周知を図る。

目標に対

する成果

の状況

　相談制度の傾向・実績から、専門医６名（うち精神科５名、産婦人科医１名）を通年で委嘱した。

  H25年度　精神科相談件数　112件、産婦人科相談件数　26件

 概算事業費（B（A）+C） 2,114 1,930 1,930 1,948

826 826
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概　算

人件費

0.10 0.10

Aの

財源

1,132 1,122

1,326 1,132 1,122 1,122


